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	オーストラリアの「クリーンエネルギー」（炭素税）に関する法律が2011年11月8日に可決されました。
	本ブリーフィングでは、炭素税法の主な特徴をご説明します。
	なお、炭素税法は19件の個別の法案で構成されており、本ブリーフィングは炭素税の内容を必要に応じて要約したものですので、最終的なリーガルアドバイスと受け取られないようお願い致します。
	電力事業に関する法律への影響
	直接的な影響
	二酸化炭素排出量の高いオーストラリアの電力会社（例えば、石炭火力発電所）は、納税額の増加という形で炭素税により最も直接的に影響を受けます。
	この直接的な影響を緩和するため、オーストラリア連邦政府はエネルギー保全基金（「ESF」）を設立し、現在排出量の最も高い電力会社に今後1年間で10億オーストラリアドルの補償金を支払うこととしました。
	中期的及び長期的な影響
	ESFは、中期的な観点から、排出量の高い電力会社が炭素税の支払いに対応できるよう、以下の規定も定めています。
	 排出量が非常に高い石炭を利用する電力会社に対して、2013/2014年から2016/2017年までの間、41,705,000ユニットの「エネルギー保全基金無償炭素単位」（炭素手当）を付与すること。このプログラムは、排出権取引スキームの最初の2年間まで延長される見込みです。
	 オーストラリアにおいて最も排出量の高い電力会社数社の（交渉による）閉鎖に対する支払いを定める「閉鎖契約」プログラム。
	 「閉鎖契約」の提案は、連邦政府の支援終了後に収益が上がる見込みの少ない排出量の高い電力会社に対して行われると考えられます。
	これらの支援は、排出量の高い電力会社に対する炭素税の影響を取除くことを目的とするものではありません。よって、これらの支援にかかわりなく、電力業界は排出量の低い発電事業（例えば、天然ガスや再生可能エネルギー源）及び現在の発電機により生じる排出量を抑える低排出技術に投資を増やすことが期待されています。これにより、今後数十年にわたりオーストラリアの発電事業は大きく転換する可能性があります。
	しかしながら、オーストラリアの電力業界における将来の投資動向は、2015年に導入される排出権取引制度における排出権取引許可の費用、及びその結果生じる市場の動向によって一部影響されると考えられます。
	連邦政府は、再生可能エネルギーの達成計画を炭素税と共に実施した場合、再生可能エネルギーに対する投資は2020年までに約200億オーストラリアドルに上ると予測しています。
	 貴社のオーストラリアへの　投資について、炭素税の影響を検討すること
	 炭素税によってもたらされる投資チャンスを分析すること
	 以上について弊事務所が　　お手伝いできることがございましたら、いつでもご相談　ください
	炭素税の今後の運用
	市場価格の設定
	上述の通り、炭素価格の決定メカニズムは、2015年7月1日から排出権取引スキームに基づいて炭素価格が　市場によって完全に自由に決定される「キャップ・アンド・トレード」に移行します。
	この市場価格の段階において、全体的な上限（すなわち汚染量の上限）は、対象となっているすべての汚染源から排出される温室効果ガスの年間排出量になります。セクター、企業又は施設ごとの制限はありません。
	毎年、連邦政府は汚染量の上限値に従って許可証を発行します。許可証毎の排出量は1トンです。連邦政府は許可証を競売で販売する予定で、最初の2年間は上述の通り、排出量の高い業界に対して別の許可証がESF　から提供されます。
	連邦政府は、排出権取引スキームの導入後、炭素価格の設定に関する計画案を説明するため、以下の図表を　公表しました。
	注：対象外のセクターの排出量及び排出量の自発的な削減を踏まえ、汚染量の上限は、少なくともマイナス5%の目標を達成することを確保するために設定されています。
	国際的な許可証
	排出権取引スキームの導入後、企業は、国内における炭素の許可証だけではなく、国内の負担量の半分に相当する国際的な許可証を購入することができるようになります。国際的な許可証を購入できる仕組みがあることにより、連邦政府が発行する許可証の数が影響を受ける訳ではありません。
	つまり、企業は、他国の排出削減事業への投資することにより、又は外国の許可証を購入して当該国のスキーム上において外国企業の汚染量を制限することにより、自社の炭素義務を一部果たすことができるようになります。
	国内の許可証および国際的な許可証は代替可能なため、国内の許可証の価格は、国際的な許可証の価格（つまり世界的な炭素価格）に影響を受けます。

